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報道関係者各位

第 1回 日本肝炎デーについて(第 1報 )

世界保健機関 (WHO)は 、2010年 に世界的レベルでのウイルス性肝炎のまん延

防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消や感染予防の推進を図ることを目的
として、7月 28日 を “World Hepatitls Day"(世 界肝炎デー)と 定め、肝炎に関
する啓発活動等の実施を提唱しました。

〒方、我が国では肝炎対策基本法に基づき平成23年 5月 に制定された肝炎対策
基本指針において、日本肝炎デーの設定が定められており、昨年WHOが 開始した
「世界肝炎デー」と同日であるフ月28日 を本年度から日本肝炎デーと定め、肝炎
ウイルス検査の受検勧奨、新たな感染予防のため、全ての国民に対して、予防、治
療に係る正しい理解が進むよう普及啓発及び情報提供を推進いたします。

また、公益財団法人ウイルス肝炎研究財団が従来から実施してきた「肝臓週間」と連
携します。

今年のテーマは、「This it hepatitis」 、スローガンは、「Iぜ s closer than you

think」 です。



世界肝炎デーについて

1 世界肝炎デーとは

世界保健機関 (WHO)は、2010年 に世界的レベルでのウイルス性肝炎のまん延防

止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消や感染予防の推進を図ることを目的とし

て、7月 28日 を “World Hepatitis Day"(世 界肝炎デー)と 定め、肝炎に関する啓

発活動等の実施を提唱しました。

2 今年の世界肝炎デーキャンペーンテーマについて

今 年 の テ ー マ は 、「 This is hepatitis」 、 ス ロ ー ガ ン は 、

「It' s  closer  than  you thlnk」  マFつ「 。

(WHOの 関連サイ ト)

3 我が国の取組の現状

我が国では、肝炎対策基本指針 (平成 23年 5月 16日 策定)に基づき肝炎対策の

総合的な推進を図ることとしています。

(1)今後の取組の方針

肝疾患の正 しい知識について、国民に十分に浸透 していないと考えられます。こ

うした中で、肝炎ウイルス検査の受検を勧奨 し、新たな感染を予防するためには、

全ての国民に対 して、肝炎の予防、病気や治療に関する正 しい理解が進むように普

及啓発や情報提供を推進する必要があります。

また、早期に適切な治療を促すため、肝炎患者等が肝炎の病態及び治療に関する

正 しい知識を持つことができるよう、普及啓発及び情報提供を積極的に行 うととも

に、肝炎患者等が、不当な差別を受けることな く、社会において安心 して暮 らせる

環境づ くりを目指 し、肝炎患者等とその家族等、医療従事者、事業主等の関係者を

始めとした全ての国民が、肝炎について正 しい知識を持つための普及啓発を推進す

る必要があります。



(2)今後国が取 り組む事項

○ 平成22年 5月 の世界保健機関 (WHO)総会において、世界肝炎デーの実

施が決議されたことを踏まえ、日本肝炎デーを設定します。あわせて、公益

財団法人ウイルス肝炎研究財団が従来から実施してきた「肝臓週間」と連携

し、肝炎に関する集中的な普及啓発を行います。

○ あらゆる世代の国民が、肝炎に係る正しい知識を持つための普及啓発を行

います

○ 国民に対し、近年、我が国における感染事例の報告がある急性B型肝炎(ジ

ェノタイプA)は、従来に比し、感染が慢性化することが多いとされている

ことに鑑み、母子感染や乳幼児期の水平感染に加えて、性行為等により感染

する可能性があり、予防策を講じる必要があることにういて普及啓発を行い

ます。

O 肝炎患者等への受診勧奨を行うため、医療保険者、医師その他の医療従事

者の団体、職域において健康管理に携わる者の団体、事業主団体等の協力を

得て、肝炎の病態、知識や肝炎医療に係る制度について普及啓発を行います。

○ 肝炎患者等、医師等の医療従事者、職域において健康管理に携わる者、事

業主等の関係者が、それぞれにとつて必要な情報を取りまとめ、普及啓発を

行います。

○ 就労を維持しながら適切な肝炎医療を受けることができる環境の整備等

、 について、各事業主団体に対し、協力を要請します。

O 地域の医療機関において、肝炎に係る情報提供が適切になされるよう、肝

炎情報センターに対し、情報提供の機能を充実させるよう要請します。

○ 拠点病院の肝疾患相談センターを周知するための普及啓発を行います。

○ 医療保険者や事業主が肝炎ウイルス検査を実施する場合の検査結果につ

いて、プライバシーに配慮した適正な通知と取扱いについて、医療保険者及

び事業主に対して改めて周知します。

○ 肝炎患者等に対する偏見や差別の実態を把握し、その被害の防止のための

ガイドラインを作成するための研究を行い、その成果物を活用し、地方公共

団体と連携を図り、普及啓発を行います。

4.平成24年度の取組み

(1)平成24年 7月 18日  肝炎対策啓発プロジェクト「知って肝炎」キックオフミーティング

(2) 平成24年 7月 28日  第1回日本肝炎デ… (世界肝炎デー)記念「三猿プロジェクト」



鴫って、月干製
:t's cios● r thanソ o● think

報道関係各位 2012年 7月 6日

「知って肝炎プロジェクト」実行委員会設立準備事務局

肝炎対策普及薔発事業『知つて肝炎プロジエクト』キャンペーン・ソングに

持■香織「夜明け」が決定 !:
2012年 8月 1日 (水 )リリース 3rd Aibum「 manu a manu」収録 !

「知つて肝炎プロジェクト」実行委員会設立準備事務局は、肝炎対策普及啓発事業(以下、「知うて肝炎プロジ
ェクト」)の一環として、持田香織さんの楽曲「夜明けJをキャンペーン・ソングに決定しました。

世界保健機関(WHO)は、2010年に世界的レベルでのウイリレス性肝炎のまん延防止と患者・感染者に対す
る差別・偏見の解消や感染防止の推進を図ることを目的として、7月 28日を「世界肝炎デー」と定め、肝炎に

関する啓発活動等の実施を提唱しました。

我が国では、「世界肝炎デー」と同日である7月 28日を本年度から「日本肝炎デー」と定め、肝炎に関する

予防、治療に係る正しい理解が進むよう普及啓発および情報提供が推進されています。
「知つて肝炎プロジェクト」実行委員会設立準備事務局では、今後『知つて肝炎プロジェクト」実行委員会を立

ち上げ、肝炎対策普及啓発活動を推進してまいります。本日7月 6日 (金 )に情報サイトを由設し、普及啓発
キヤンペーンを始動いたします:さらに、より多くの国民の皆様に辟炎のことを知つてもらいたいという思いを込め、シ
ンボルマ=クを開発し、キヤンペーン1蹴―感を持たせます。

今回のキャンペーンを実施するにあたり、全世代に支持を受けるアーティスト持田香織 (所属:エイベックス・

エンタテインメント株式会社 本社 :東京都港区)さんに、命の大切さを、音楽を通して伝える主旨で活動に参
画頂くことを賛同頂きました。

その第一弾として、楽曲「夜明け」がキャンペーン・ソングとして決定致しました。「夜明けJは持田さんが本キャ
ンペーンの為に書き下ろした楽曲で、2012年 8月 1日 (水)に発売予定の3rdソロアルバム「市anu a manu」 に

収録される予定です。

これを機に、持田さんには、イベント、ラジオ含め年間を通した啓発活動に参加頂きます。 .
また、7月 18日 (水 )には、「知つて肝炎キックオた一ディングJを開催し、小宮山洋子厚生労働大臣をはじめと

して、各界から著名人の方々が多数参加、キックオフにふさわしい数々のプログラムをご用意しております。
この「知つて肝炎キックオフミーティング」にも、持田さんの出演が決定しており、肝炎対策の普及啓発を呼び掛

けるアンバサダーの1人として実行委員会から「知つて肝炎」特別大使の授与が行われ、併せて、楽曲「表明け」
を初披露していただきます。

「知つて肝炎プロジェクトJ実行委員会の詳細につきましては、決まり次第ご案内申し上げます。

【知って肝炎キック本た―シングに関するお問い合わせ先】「知つて肝炎プロジェクト」広報担当 :岩岡・酒井
TEL : 03-5510-1144′ ′ FAX : 03-5510-1145

E¬ail : iwぃokaOseman.●●Jp

エイベックス・エンタ電イ ンメント株式会社 第 1音楽事業本部 宣伝部
TEL : 03-5413‐ 8501′/FAX : 03-5413-8801

【楽由に関するお問い合わせ】

「知つて肝炎プロジェクトJ実行委員会設立準備事務局(電通内)戸上・昆
TEL:03-3546-5307′ ′FAX:03-3546-5716 E― rna‖ :infoOkan― en.net
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dttLって、月干製
it's closer thanソ ●ll thlnk

【持田香織さん】
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1 鴫っ二月干■
:t'sc:oseF than yo● think

【肝炎対策普及啓発事業 (『知つて肝炎プロジェクトJ)につして】

目 的:肝炎について予防や早期発見、偏見・差別の解消に向けた発信を継続的に行い、肝炎検査の

受検者数の拡大を目指す。

ウェプサイト:httpノ /kan―en.het

キーメ嘘 ―ジ:

知つて、肝炎。 比's closer

シンポルマーク:

,

than you think

It's cioser than you

日本の普及啓発においては、肝炎をもつと知つてほしい、もつと気にか1沢ほし

い、そんな思いを込め、メッセージとシンボルマークを開発しました。 1
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報道関係各位

公益財団法人 ウイルス肝彙研究財団

日本肝炎デ=(世界肝炎デ=)事務局

第1回日本肝炎デー 肝炎啓発プロモーションのご案内

世界保健機関 (WHO)は、2010年に世界的レベルでのウイルス性肝炎りまん延所止と患者・感染者に
対する差別・偏見の解消や感染予防の推進を回ることを目的として、7月 28日を         ・

“Wo‖d Hepa‖tis Day"(世界肝炎デL)と定めました.

日本でも:本年から厚生労働省が世界肝炎デーと同じ日を日本肝炎デーに定めました.

これに伴い当財団は、5月の肝口週間を7月 28日を含む週の月曜日から日曜日に変更して、
世界との連携を強化し、ウイルス肝資をはじめ肝疾患の曹発活動を推進するべく、        ‐

7月 28日に第1回「日本肝炎デー (世界肝贅デー)」 記念イベントを行います。

2012年 、世界肝炎運盟(WHA)は「世界肝炎デー」
世界中の人たちとギネスレコードに挑職します.

今年から始まうた「第 1回日本肝炎デー」は、
WHAと 共にギネスレコードの挑職に0加いたします。
記録のテーマ :

の書発プロモニションの一環として

I RepetitiOn OftheThree Monkeys Actions

“see no evil,hear no evil,speak nO evi!"

葛言言
「世界中の様々 な会場で、参加者全員が「見ざる、同かぎる、言わざる」という動作を繰り返し実施する」

三量は世界的にも打hreew:sё monkeys'として知られ「見ざる、日かぎる、言わざる止いう叡智の3つの秘密を
示して||●とされています.― フ自体は古代工泌 にも見翡 60■ シ吻 ―ドを経由して中国から
伝わつたものだという見解があり、また、『謝目∬ 礼にあらぎれ出 るな川Lれにあらぎれ曰聰くなかれ
れにあらぎれば言うな鳳 礼にあらぎれば行うなかれ」という一鮨があIHCttkipediは明腹粋).

※このポ…ズは、私たちは、肝資に対する●見や羞別の風諄は「見ません、日きません、駆 せん」
そして、私たちは肝炎をよく知り、肝糞に向き合つ¬克鳳をめざし前 1 とし、うことを意味します。



① 7月 28日 (土 )

昔曇ili;『1讐ラ貰:三百1言1を47iI[争1塁
費七:湾:言

でヽ

※元日本代表の議戸鷹広氏が肝炎デ
=キ

ャンペーンの
スペシャルサポーターとなり、各主催クラフ選手協力のもと、
Webなどでも肝炎臀発メッセージの配僣をします。

※日産スタジアムでは、W「lAチ ャールズゴア会長:応機としてモデルの小森純・
鈴木奈々なども来場し、記者会見 。フォトセッションなどを行います。 (予定)

具体的な実施方法:

①試合前の選手ウォニミングアップの前後に「第1回日
.本

肝炎デーγギネスに挑戦」紹介映像を放映。
②」リーガーによる三猿ポーズの映像をビジョンに放映しながら音楽に併せて観客の方と、
「見ざる」全員が手で目を覆う(5秒 )、「聞かざる」全員が手で耳を覆う(5秒 )、「言わざる」全員が手で口を覆う(5秒)の
動作を3回繰り返します。

各地の選手による

日本各地(主に1椰3県 )にある:シンボルとなるようなタワーや施設のウイトアップを利用し、
ビジュアルでのイメージを与えると同時に、肝資の薔発活動PRにつなげる。
各施設を、キャンペーンのイメ=ジカラ=である青隼のライトアップで照らし、各地で同時に
行うことによって話題性を持たせ、肝炎の薔発活勤の認知と喚起を促します。


